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令和3年度 

1級造園工事施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

【問題 2】 

(1) Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

受注者（請負者） 

発注者 

工期 

樹木 

(2) (イ) Ａ 防根層・・・透水シートなどにより排水層への根の進入による目詰りを防止する 

Ｂ 保護層・・・防草シートなどにより根の伸長による防水層の破断を防止する 

 (ロ) 屋上は地上部にくらべ風が強く人工軽量土壌は飛散しやすいので、風や乾燥に強い樹

種の選定 や灌水装置の配置、風倒を防止するため植物の固定に配慮する。 

 (ハ) 屋上は日照量が大きいため、幹焼けや葉焼けに注意する。 

 (ニ) ①必要最低限の保水をしながら排水性を向上させる。 

②イオン交換性があり、水をミネラル水に変える性質があり、根腐れを防止する。 

(3) (イ) 理 由：クロマツの根は水を嫌う性質があるため、土極めで植え付ける。 

留意点：土を投入しながら突き棒で良く突き固め、根鉢と植穴に隙間が生じないよう

に留意する。 

 (ロ) ・運搬経路を事前に調査する。 

・植栽先の土壌、土質を調査する。 

・機械施工の可能範囲の調査。 

 (ハ) 切断部は鋭利な刃物で切りなおし、防腐剤などで消毒する。支持根は幅 15cm 程度に

環状剥皮を行う。 

 (ニ) ・数本のロープを効果的な方向と角度に取り、止杭などに結束する。 

・ロープの末端結束部には、ワイヤークリップなどで止め、ロープ交差部も動揺しな

いように止めておく。  

・ロープは緩みのないように張る。  
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【問題 ３】 

(1)(イ)   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ロ) Ｂ → Ｄ → Ｇ → Ｊ → Ｍ → Ｎ 

(ハ) 8日 

(ニ) 6日 

 

  

 

 

 

 

 

 

(ホ) 20日 

(ヘ) 4日（Ｉを1日、Ｇを2日、ＪまたはＭを 1日） 

(2) (イ) 配員計画で生産能力に対する負荷を平準化する。 

 (ロ) 利点：・作業の手順、作業の進行の度合いが分かり易い。 

・工期に影響する作業が分かる。 

欠点：・作成が複雑で、短期工事や単純工事には不向き。 
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(3) ①組み合わせ作業における手待ちの発生による低下 

②作業環境の不備による低下 

③設計図書の理解不足での手戻りの発生  

(4) (Ｃ) 

理由：クスノキは南国産なので、移植は2月中旬～4月中旬がよいため、出来るだけ後期の

遅い時期に移植する。（3月上旬～中旬がよい） 

 

【問題 4】 

(1) (イ) ア・ウ・エ 

 (ロ) ① 1.2ｍ 

② 上部 

③ 最長と最短の平均 

(2) (イ) 「枝葉の配分」・・・配分が四方に均等であること。 

「枝葉の密度」・・・樹種の特性に応じて節間が詰まり、枝葉密度が良好であるこ

と。 

「下枝の位置」・・・樹冠を形成する一番下の枝の高さが適正な位置にあること。 

  ・・・等 

 (ロ) 「花」・・・花芽の着花が良好か、もしくは花およびつぼみが植物種の特性に応じ

た正常な形態や花色であること。 

 (ハ) 「根」・・・根系の発達がよく、細根が多く、乾燥していないこと。 

「病虫害」・・・発生がないもの。過去に発生したことのあるものについては、発

生が軽微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたも

のであること。 

・・・等  

(3) (イ) ①樽巻き 

②揚巻き 

 (ロ) 枝葉の剪除と下枝のしおり・・枯枝、老いた枝、弱っている枝を切り除き、下枝

のある樹木は、作業の支障となるので、下枝を上

のほうに向け縄で幹にしばりつける。 

上鉢のかきとり・・根鉢の軽量化を図り、鉢の表面の雑草や支障となる地被類を

かきとり、移植先での雑草繁茂を抑える。 

ふれ止め(倒伏防止)・・強風による倒伏を防ぐため、仮支柱をつける。 

 (ハ) 支柱の取付け・・風などで振れがあると根の伸長が阻害されるため、樹木が倒れ

ないよう支柱を  取り付ける。 

灌水・・根が切られているため、水分の供給と枝葉からの蒸散のバランスを保つ

ため、植え付け直後は充分に灌水する。 
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【問題 5】 

(1) (イ) 1) ・場所の広さ、地形及び地質の状態、運搬する荷の重量、使用するクレーン

の種類及び能力を考慮して作業方法を決定する。 

・地盤の強弱、埋設物破壊の危険性がある場合は、転倒を防止するため必要

な広さ及び強度を有する鉄板等を敷設する。 

・アウトリガーは最大限に張り出す。  

   ・・・等 

  2) Ａ：玉掛け者が実施する事項 

・荷を吊り上げる際には、重心を確認し、フックが重心の真上にくるように

留意する。 

・重心の偏ったものなど特殊な荷を吊り上げる場合は、事前にロープにかか

る荷重を計算し、安全を確認する。 

Ｂ：クレーンの運転者が実施する事項 

・合図者の指示に従って運転し、吊り上げた荷の状態に注意しながら、必要

な高さまで巻き上げた後、静かに旋回する。 

・着地させる場所の状況などを確認した上で、着地直前で一旦停止させ、荷

を静かに降ろす。 

 (ロ) 1) Ａ 30 

Ｂ 05 

  2) ・防振手袋を使用すること 

・90ｄＢ以上の騒音を伴う作業の場合は、作業者に耳栓、耳覆いを使用させ

ること 

 (ハ) Ａ (ａ) ×   (ｂ) ○   (ｃ) × 

Ｂ (ａ) ×   (ｂ) ○   (ｃ) ○ 

Ｃ (ａ) ×   (ｂ) ×   (ｃ) ○ 

(2) ①緊急時の連絡体制の構築と周知 

②緊急時の出動や対応に関する計画の作成 

③緊急用資材などの準備・確保、救急医療品の整備 

④応急手当、救護法方の訓練                

 ・・・等 

       


